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労
働
環
境
の
改
善
必
要
が

6
割

賃
金
上
昇
が
ト
ッ
プ

▽
農
繁
期
の
期
間

農
繁
期
の
期
間
に
つ
い

て
経
営
体
に
聞
い
た
と
こ

ろ
、「
4
カ
月
以
上
7
カ

月
未
満
」
が
23
・
9
％
で

最
も
多
く
、
次
い
で
「
1

カ
月
以
上
4
カ
月
未
満
」

（
21
・
9
％
）、「
7
カ
月

以
上
10
カ
月
未
満
」（
17
・

4
％
）
と
続
い
た
。
こ
の

他
、「
1
カ
月
未
満
」（
4
・

9
％
）、「
農
繁
期
な
し
」

（
14
・
6
％
）
と
の
回
答

も
あ
っ
た
。

▽
農
繁
期
の
働
き
方
へ
の

満
足
度
割
合
は
「
労
働
時

間
6
割
強
」「
休
憩
時
間

7
割
」「
休
日
数
6
割
弱
」

農
繁
期
の
労
働
条
件
に

つ
い
て
経
営
体
に
聞
い
た

と
こ
ろ
、
平
均
的
な
1
日

の
実
労
働
時
間
は
、「
8

時
間
」
が
最
多
で
20
・
0

％
、
次
い
で
「
7
時
間
超

8
時
間
未
満
」（
18
・
8

％
）、「
8
時
間
超
9
時
間

以
下
」（
18
・
5
％
）
だ

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
被

雇
用
者
の
労
働
時
間
の
長

さ
に
対
す
る
満
足
度
は
、

63
・
7
％
が
満
足
と
回
答

し
た
。

次
に
、
休
憩
時
間
に
つ

い
て
は
「
60
分
以
上
」
が

最
も
多
く
54
・
2
％
、
次

い
で
「
45
分
以
上
60
分
未

満
」（
16
・
2
％
）、「
30
分

以
上
45
分
未
満
」（
14
・
0

％
）、「
30
分
未
満
」（
11
・

6
％
）。
被
雇
用
者
の
休

憩
時
間
の
長
さ
に
対
す
る

満
足
度
に
は
、
72
・
8
％

が
満
足
と
回
答
し
た
。

最
後
に
、
農
繁
期
の
1

カ
月
の
休
日
数
に
つ
い
て

は
「
5
〜
7
日
」
が
31
・

9
％
で
最
も
多
く
、
次
に

「
4
日
」（
22
・
4
％
）、

「
1
〜
3
日
」（
17
・
3

％
）。
被
雇
用
者
の
満
足

度
は
57
・
7
％
で
、
3
項

目
で
は
最
も
低
い
割
合
と

な
っ
た
。

▽
満
足
度
の
分
析

「
実
労
働
時
間
8
時
間
」

「
休
憩
時
間
60
分
」「
休

日
数
月
8
日
」
が
境
界
線

そ
れ
ぞ
れ
の
満
足
度
を

販
売
金
額
別
と
営
農
類
型

別
に
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

販
売
金
額
別
で
は
い
ず
れ

の
項
目
も
販
売
金
額
が
上

が
る
に
つ
れ
て
満
足
度
も

上
が
る
傾
向
が
み
ら
れ
、

営
農
類
型
別
で
は
、
水
田

作
と
酪
農
は
全
体
と
比
較

し
て
満
足
度
が
低
く
、
養

豚
・
養
鶏
等
は
全
体
と
比

較
し
て
満
足
度
が
高
い
結

果
だ
っ
た
。
ま
た
、
実
労

働
時
間
に
つ
い
て
は
、
農

業
経
営
体
全
体
で
は
8
時

間
を
超
え
る
と
満
足
度
が

下
が
り
、
農
繁
期
の
休
憩

時
間
及
び
休
日
数
に
つ
い

て
は
、
1
日
の
休
憩
時
間

が
60
分
以
上
、
1
カ
月
の

休
日
数
が
8
日
以
上
だ
と

満
足
度
が
高
く
な
っ
た
。

▽
労
働
環
境
を
改
善
す
る

必
要
性
に
つ
い
て

改
善
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
、「
あ
る
」
と
回
答

し
た
経
営
体
が
60
・
8

％
、
「
な
い
」
が
36
・
4

％
。
改
善
が
必
要
だ
と
思

う
点
に
つ
い
て
、
経
営
体

と
被
雇
用
者
双
方
に
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
と
も
に
1

位
は
「
賃
金
の
上
昇
」
で

2
位
は
「
農
機
に
よ
る
作

業
負
担
軽
減
」。
3
位
と

4
位
は
「
労
働
時
間
の
短

縮
」
と
「
休
日
の
増
加
」

が
入
れ
替
わ
る
だ
け
で
、

主
た
る
改
善
点
は
同
じ
だ

っ
た
。

た
だ
経
営
体
か
ら
は
、

改
善
す
る
た
め
の
資
金
・

時
間
・
手
順
・
相
談
相
手

が
い
な
い
と
の
課
題
が
挙

げ
ら
れ
、
特
に
、
資
金
と

の
回
答
が
59
・
5
％
と
多

か
っ
た
。

日
本
は
、
今
後
20
年
間
で
基
幹
的
農
業
従
事
者
が
現
在
の
1
1
6
万
人
か
ら
30

万
人
に
ま
で
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
農
林
水
産
省

は
農
業
者
の
労
働
状
況
の
実
情
を
把
握
す
る
た
め
、
今
年
の
1
月
か
ら
2
月
に
か

け
て
農
業
経
営
体
及
び
被
雇
用
者
を
対
象
に
農
業
労
働
環
境
の
改
善
に
関
す
る
意

識
・
意
向
調
査
を
実
施
、
そ
の
結
果
を
6
月
28
日
に
公
表
し
た
。

労
働
環
境
の
改
善
に
関
す
る
意
識
・
意
向
調
査
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7
月
3
日
、
20
年
振
り

に
新
紙
幣
が
発
行
さ
れ

た
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
が

浸
透
し
出
番
が
減
っ
て
い

る
紙
幣
だ
が
、
当
日
は
銀

行
に
行
列
が
で
き
る
な

ど
、
か
な
り
の
盛
り
上
が

り
を
見
せ
て
い
る
。
新
聞

な
ど
で
は
「
紙
幣
刷
新
」

と
の
文
言
が
使
わ
れ
て
い

る
が
、
日
本
銀
行
に
よ
る

と
、
正
式
に
は
「
改
刷
」

と
い
う
。

「
改
刷
」
と
は
、
お
札

の
絵
柄
や
デ
ザ
イ
ン
を
変

え
る
こ
と
を
い
う
。
日
本

銀
行
が
第
1
号
の
お
札
を

発
行
し
た
の
が
1
8
8
5

年（
明
治
18
年
）。
以
来
、

56
種
類
の
お
札
が
発
行
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
改
刷
、

近
年
は
20
年
に
一
度
の
ペ

ー
ス
で
行
わ
れ
、
前
回
の

改
刷
は
2
0
0
4
年
11
月

1
日
。
1
万
円
札
が
福
沢

諭
吉
、
5
0
0
0
円
札
が

樋
口
一
葉
、
1
0
0
0
円

札
が
野
口
英
世
。
さ
ら
に

遡
る
こ
と
40
年
前
、
1
9

8
4
年
11
月
1
日
の
改
刷

で
は
、
1
万
円
札
が
福
沢

諭
吉
、
5
0
0
0
円
札
が

新
渡
戸
稲
造
、
1
0
0
0

円
札
が
夏
目
漱
石
。
実

は
、
前
回
の
改
刷
で
福
沢

諭
吉
は
変
更
さ
れ
て
い
な

い
。
改
刷
は
偽
造
防
止
が

目
的
だ
が
、
顔
の
変
更
は

必
須
で
は
な
い
よ
う
だ
。

言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
同
様

の
例
は
他
に
も
あ
る
。

お
札
の
顔
と
い
え
ば
、

有
名
な
の
は
聖
徳
太
子
だ

ろ
う
。
1
9
3
0
年
に
発

行
さ
れ
た
「
乙
百
円
券
」

に
初
め
て
登
場
し
、
戦
後

は
1
9
4
6
年
の
百
円
札

に
選
ば
れ
、
以
降
も
1
0

0
0
円
札
、
5
0
0
0
円

札
、
1
0
0
0
0
円
札
と

1
9
8
6
年
ま
で
あ
ら
ゆ

る
お
札
に
登
場
し
合
計
7

回
も
顔
を
務
め
た
。
ち
な

み
に
、
聖
徳
太
子
の
次
に

多
い
の
は
菅
原
道
真
と
和

気
清
麻
呂
で
、
そ
れ
ぞ
れ

6
回
登
場
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
お
札
の
顔

は
何
を
基
準
に
選
ぶ
の

か
。
日
本
銀
行
に
よ
る

と
、
①
「
偽
造
防
止
の
観

点
か
ら
、
な
る
べ
く
精
密

な
写
真
が
入
手
で
き
る
こ

と
」、
②
「
肖
像
彫
刻
の

観
点
か
ら
み
て
、
品
格
の

あ
る
紙
幣
に
ふ
さ
わ
し
い

肖
像
で
あ
る
こ
と
」、
③

「
肖
像
の
人
物
が
国
民
各

層
に
広
く
知
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
業
績
が
広
く
認

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
」

で
、
現
在
の
お
札
の
肖
像

は
、
明
治
以
降
の
人
物
か

ら
選
ば
れ
て
い
る
。
昔
は

政
治
家
が
多
か
っ
た
が
、

政
治
家
は
後
年
評
価
が
変

わ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
現

在
で
は
選
ば
な
い
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
他
、
偽
造

防
止
の
観
点
か
ら
、
細
か

い
ヒ
ゲ
や
シ
ワ
が
あ
る
男

性
の
ほ
う
が
良
い
と
い
う

基
準
も
あ
る
。
た
だ
、
最

近
は
製
造
技
術
が
発
達
し

た
た
め
、
津
田
梅
子
や
樋

口
一
葉
な
ど
女
性
も
選
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

過
去
の
顔
を
振
り
返
る

な
ど
話
の
ネ
タ
に
も
な
る

改
刷
だ
が
、
現
場
は
追
い

付
い
て
い
な
い
。
飲
料
の

自
動
販
売
機
は
2
〜
3

割
、
飲
食
店
の
券
売
機
は

5
割
程
度
し
か
入
れ
替
え

が
間
に
合
わ
な
い
と
推
計

さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
3

年
前
に
発
行
さ
れ
た
5
0

0
円
硬
貨
が
使
え
な
い
自

販
機
は
い
ま
だ
に
多
い
。

現
在
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
比
率
は
約
4
割
ま
で
上

昇
し
た
。
だ
が
、
高
齢
者

も
使
い
慣
れ
て
い
て
、
大

規
模
停
電
時
で
も
使
え
る

紙
幣
へ
の
信
頼
感
は
今
も

高
い
。
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の

導
入
が
検
討
さ
れ
る
中
、

今
回
の
改
刷
が
現
金
の
価

値
を
再
確
認
す
る
契
機
と

な
っ
て
ほ
し
い
。

農
業
経
営
体
90
万
割
れ
05
年
か
ら
６
割
減
農
水
省

農
林
水
産
省
は
6
月
28

日
、
2
0
2
4
年
2
月
1

日
現
在
の
農
業
経
営
体
数

を
公
表
し
た
。
全
国
の
農

業
経
営
体
数
は
88
万
3
3

0
0
経
営
体
で
前
年
か
ら

5
％
減
少
し
た
。
調
査
を

開
始
し
た
05
年
以
降
で
初

め
て
90
万
を
割
り
込
み
、

05
年
の
4
割
程
度
ま
で
落

ち
込
ん
だ
。

経
営
体
数
の
内
訳
は
、

個
人
経
営
体
が
88
万
2
3

0
0
で
前
年
比
5
・
2
％

減
、
団
体
経
営
体
は
4
万

1
0
0
0
で
前
年
比
0
・

7
％
増
加
し
た
。
こ
の
う

ち
、
法
人
は
3
万
3
4
0

0
で
、
前
年
か
ら
1
・
2

％
増
加
し
、
団
体
経
営
体

に
占
め
る
法
人
の
割
合
は

81
・
5
％
と
な
っ
た
。
団

体
経
営
体
が
毎
年
増
加
す

る
中
、
個
人
経
営
体
の
減

少
が
加
速
度
的
に
進
ん
で

い
る
。

ま
た
、
農
業
を
主
な
仕

事
と
す
る
農
業
労
働
力
は

1
3
6
万
3
3
0
0
人
で

前
年
か
ら
3
・
2
％
減
少

し
た
。
こ
の
う
ち
、
個
人

経
営
体
の
基
幹
的
農
業
従

事
者
は
1
1
1
万
4
0
0

0
人
で
前
年
比
4
・
3
％

減
、
団
体
経
営
の
役
員
・

構
成
員
は
9
万
1
3
0
0

人
で
同
比
2
・
9
％
増
、

個
人
お
よ
び
団
体
の
農
業

経
営
体
の
常
雇
い
数
は
15

万
8
0
0
0
人
で
同
比

0
・
8
％
増
。
常
雇
い
数

は
3
年
連
続
で
増
加
と
な

っ
た
。

◆
み
ど
り
法
の
認
定
農
業

者
数
は
全
国
で
1
万
5
6

9
0
人
に
・
認
定
者
は
税

制
や
融
資
で
特
例
適
用
◆

農
林
水
産
省
は
、
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
に

基
づ
く
農
業
者
認
定
者
数

が
、
5
月
末
時
点
で
東
京

都
を
除
く
46
道
府
県
・
1

万
5
6
9
0
人
に
な
っ
た

と
公
表
し
た
。
道
府
県
別

で
は
福
井
県
が
群
を
抜
い

て
多
く
9
6
9
1
人
、
以

下
、
愛
媛
県
6
9
1
人
、

和
歌
山
県
6
4
6
人
、
石

川
県
6
1
0
人
、
栃
木
県

4
2
6
人
な
ど
。

2
0
2
2
年
7
月
1
日

に
施
行
さ
れ
た
、
環
境
と

調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス

テ
ム
の
確
立
の
た
め
の
環

境
負
荷
低
減
事
業
活
動
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
、
環
境
負
荷
低
減

事
業
活
動
実
施
計
画
又
は

特
定
環
境
負
荷
低
減
事
業

活
動
実
施
計
画
を
都
道
府

県
知
事
に
提
出
し
、
要
件

を
満
た
せ
ば
認
定
を
受
け

ら
れ
る
。
認
定
者
は
税
制

や
融
資
の
際
に
特
例
が
適

用
さ
れ
、
補
助
事
業
で
は

優
先
的
に
採
択
さ
れ
る
。

23
年
度
か
ら
各
都
道
府
県

に
よ
る
農
業
者
の
計
画
認

定
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
、
各
地
で
化
学
肥
料
や

化
学
農
薬
の
使
用
低
減
、

土
づ
く
り
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
削
減
な
ど
の

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

新

紙

幣

法
人
経
営
体
は
着
実
に
増
加

農
林
水
産
省
は
6
月
28

日
に
5
月
の
農
業
物
価
指

数
を
公
表
し
た
。
2
0
2

0
年
を
1
0
0
と
し
た
指

数
は
生
産
資
材
が
1
2

0
・
0
と
な
り
、
前
年
同

月
比
で
1
・
6
％
低
下
し

た
。
品
目
別
に
見
る
と
、

肥
料
が
1
3
4
・
1
で
前

年
同
月
比
13
・
6
％
低

下
、
飼
料
が
1
3
9
・
5

で
同
5
・
1
％
低
下
、
光

熱
動
力
が
1
2
9
・
7
で

同
6
・
1
％
上
昇
、
農
機

具
が
1
0
7
・
6
（
小
農

具
1
1
3
・
9
・
大
農
具

1
0
6
・
6
）
で
同
2
・

4
％
上
昇
、
種
苗
が
同

2
・
8
％
上
昇
し
た
。

肥
料
・
飼
料
は
低
下
し

た
も
の
の
、
依
然
高
水
準

で
、
農
機
具
と
種
苗
は
過

去
最
高
値
と
な
る
な
ど
、

多
く
の
資
材
で
価
格
高
騰

が
続
い
て
い
る
。

一
方
、
農
産
物
は
同

2
・
4
％
上
昇
し
1
1

5
・
1
。
品
目
別
で
は
、

昨
年
価
格
が
急
騰
し
た
鶏

卵
以
外
は
前
年
同
月
を
上

回
っ
た
。
こ
の
結
果
、
最

大
で
10
ポ
イ
ン
ト
以
上
あ

っ
た
生
産
資
材
指
数
と
の

差
は
僅
か
で
は
あ
る
が
縮

ま
っ
た
。

生
産
資
材
農
機
具
・
種
苗
で

過
去
最
高

５
月
農
業
物
価
指
数

新
潟
商
組
前
理
事
長
・
全

農
機
商
連
元
理
事

清
塚
長
徳
氏
ご
逝
去

新
潟
県
農
業
機
械
商
業

協
同
組
合
前
理
事
長
の
清

塚
長
徳
氏
（
㈱
キ
ヨ
ヅ
カ

会
長
）
が
6
月
13
日
に
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年

87
歳
。
葬
儀
は
同
17
日
に

魚
沼
市
の
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
や
す
ら
ぎ
で
し
め
や

か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
喪
主
は
次
男
の
則
和

氏
。
同
氏
は
、
全
農
機
商

連
の
理
事
を
平
成
21
年
か

ら
5
期
10
年
務
め
ら
れ
ま

し
た
。

皆
様
と
共
に
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
展
示
会
予
定

◇
中
古
農
機
フ
ェ
ア

▽
8
月
1
・
2
日（
木
金
）

福
島
県
中
古
農
機
フ
ェ

ア
（
大
玉
村
プ
ラ
ン
ト
5

駐
車
場
）

◇
農
機
展
示
会

▽
8
月
22
〜
24
日
（
木
〜

土
）岩

手
県
全
国
農
業
機
械

実
演
展
示
会
（
滝
沢
市
・

ツ
ガ
ワ
未
来
館
ア
ピ
オ
）

▽
8
月
29
〜
31
日
（
木
〜

土
）山

形
県
農
業
ま
つ
り
農

機
シ
ョ
ー
（
山
形
市
・
国

際
交
流
プ
ラ
ザ
ウ
山
形
ビ

ッ
ク
ウ
イ
ン
グ
）

▽
10
月
1
・
2
日（
火
水
）

愛
媛
県
農
機
具
ま
つ
り

（
県
農
林
水
産
研
究
所
・

県
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
）

▽
11
月
1
〜
5
日
（
金
〜

火
）秋

田
県
種
苗
交
換
会（
鹿

角
市
・
花
輪
ス
キ
ー
場
）

２
０
２
４
年
５
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
５０
件
《
農
水
省
》

・
農
業
機
械
作
業
に
係
る
死
傷
事
故
36
件

5
月
は
10
件
の
死
亡
事

故
を
含
む
50
件
の
死
傷
事

故
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
の

う
ち
、
果
樹
生
産
に
関
す

る
も
の
が
14
件
、
果
樹
農

家
で
は
様
々
な
作
業
が
重

な
る
初
夏
に
リ
ス
ク
の
高

い
状
態
と
な
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。

事
故
要
因
は
、
脚
立
や

ハ
ウ
ス
等
か
ら
の
落
下

（
7
件
）、
高
所
作
業
車

等
に
よ
る
轢
か
れ
・
転
倒

（
5
件
）
な
ど
が
多
く
を

占
め
て
い
る
。
今
後
、
台

風
か
ら
の
復
旧
時
な
ど
で

も
事
故
リ
ス
ク
が
高
ま
る

こ
と
か
ら
、
果
樹
農
家
に

限
ら
ず
、
改
め
て
高
所
作

業
時
の
安
全
確
認
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

▽
8
月
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

8
月
は
例
年
、
草
刈
り

に
よ
る
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
る
。
典
型
的
な
事

故
は
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
の
ほ

か
、
次
の
よ
う
な
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

①
後
方
な
ど
死
角
に
い
た

別
の
作
業
者
に
気
づ
か
ず

に
傷
付
け
る
事
故

②
駆
動
を
止
め
な
い
ま

ま
、
絡
ま
っ
た
草
を
取
ろ

う
と
し
て
指
な
ど
を
切
る

事
故

③
傾
斜
で
の
作
業
中
に
転

倒
し
て
自
分
の
体
を
切

る
、
用
水
路
な
ど
に
転
落

す
る
事
故

組
作
業
の
時
は
事
前
に

ル
ー
ル
を
決
め
る
、
草
刈

作
業
を
し
て
い
な
い
時
は

機
械
停
止
、
滑
り
づ
ら
い

安
全
靴
や
す
ね
当
て
な
ど

保
護
具
の
利
用
な
ど
、
基

本
的
な
安
全
対
策
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
草
刈
り
は
保
護

具
を
着
用
す
る
た
め
、
熱

中
症
リ
ス
ク
が
非
常
に
高

い
。
暑
い
日
は
極
力
作
業

を
控
え
、
ど
う
し
て
も
行

う
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

保
護
具
の
装
着
に
加
え
、

熱
中
症
対
策
ア
イ
テ
ム
の

活
用
や
こ
ま
め
な
休
憩
・

水
分
補
給
を
行
う
な
ど
、

細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し

ょ
う
。
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ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活

用
促
進
法
（
農
業
の
生
産

性
向
上
の
た
め
の
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
の
活
用
の
促

進
に
関
す
る
法
律
）
は
、

今
後
20
年
間
で
農
業
者
数

が
30
万
人
（
現
在
の
約
1

／
4
）
に
ま
で
減
少
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
で

も
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

を
活
用
す
る
こ
と
で
持
続

可
能
な
農
業
を
実
現
し
、

生
産
水
準
を
維
持
で
き
る

生
産
性
の
高
い
食
料
供
給

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た

法
律
。
同
法
で
は
、
ス
マ

ー
ト
農
業
の
普
及
に
向

け
、
国
が
基
本
計
画
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、「
新

た
な
生
産
方
式
の
導
入
」

と
「
技
術
の
開
発
・
供

給
」
の
2
種
類
の
計
画
認

定
制
度
を
設
置
し
、
日
本

公
庫
の
長
期
低
利
融
資
や

税
制
特
例
な
ど
の
支
援
措

置
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
。
こ
の
他
、
ド
ロ
ー

ン
の
飛
行
許
可
な
ど
の
手

続
き
の
簡
素
化
や
起
業
な

ど
に
伴
う
登
録
免
許
税
の

軽
減
が
実
施
さ
れ
る
。

◇
2
種
類
の
計
画
認
定
制

度
を
設
置

▽
「
生
産
方
式
革
新
実
施

計
画
（
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
の
活
用
及
び
こ
れ
と
併

せ
て
行
う
農
産
物
の
新
た

な
生
産
方
式
の
導
入
に
関

す
る
計
画
）」

生
産
方
式
革
新
実
施
計

画
で
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
の
活
用
と
新
た
な
農

産
物
生
産
方
式
の
導
入
を

あ
る
程
度
の
規
模
で
行

い
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事

業
を
認
定
す
る
。
規
模
感

と
し
て
は
、
複
数
の
農
業

者
が
共
同
し
た
産
地
単
位

で
の
取
組
を
想
定
し
、
農

業
者
ま
た
は
そ
の
組
織
す

る
団
体
が
対
象
と
な
る
。

▽
「
開
発
供
給
実
施
計
画

（
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
等

の
開
発
及
び
そ
の
成
果
の

普
及
に
関
す
る
計
画
）」

農
業
に
お
い
て
特
に
必

要
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ

る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
等

（
品
種
開
発
な
ど
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
以
外
の
関
連

技
術
も
含
む
）
の
開
発
お

よ
び
そ
の
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
等
を
活
用
し
た
農
業

機
械
等
ま
た
は
ス
マ
ー
ト

農
業
技
術
活
用
サ
ー
ビ
ス

を
一
体
的
に
行
う
事
業
を

認
定
す
る
。
農
機
メ
ー
カ

ー
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、

大
学
、
公
設
試
験
場
な
ど

が
対
象
と
な
る
。

◇
認
定
計
画
認
定
者
へ
の

支
援
措
置
は
「
長
期
低
利

融
資
」「
税
制
特
例
」「
行

政
手
続
き
の
簡
素
化
」

▽
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

長
期
低
利
融
資

日
本
公
庫
で
は
新
た
に

「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活

用
促
進
資
金
」
が
創
設
さ

れ
る
。
償
還
期
限
は
25
年

で
据
置
期
間
5
年
以
内
。

貸
付
金
利
は
貸
付
期
間
に

よ
り
異
な
る
が
、概
ね
0
・

65
％
〜
1
・
75
％
を
想
定

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
事
業
者
の
初
期
償
還

負
担
を
軽
減
す
る
ほ
か
、

貸
付
金
の
使
途
に
長
期
運

転
資
金
も
設
定
す
る
。

▽
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活

用
促
進
税
制
に
よ
る
特
別

償
却
（
2
0
2
7
年
3
月

末
ま
で
）

生
産
方
式
革
新
実
施
計

画
の
認
定
を
受
け
た
農
業

者
等
が
、
そ
の
事
業
活
動

に
用
い
る
機
械
等
を
取
得

し
た
場
合
に
は
特
別
償
却

が
可
能
と
な
る
。
初
年
度

は
取
得
額
の
32
％
（
機
械

装
置
の
場
合
。
一
部
は
25

％
。
建
築
物
な
ど
構
築
物

は
16
％
）
を
特
別
償
却
と

し
て
上
乗
せ
し
て
損
金
に

算
入
で
き
る
。

▽
行
政
手
続
き
の
簡
素
化

【
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
飛

行
許
可
・
承
認
の
簡
素
化
】

現
在
、
ド
ロ
ー
ン
等
の

飛
行
に
は
農
林
水
産
大
臣

へ
の
計
画
申
請
と
国
土
交

通
大
臣
に
対
す
る
飛
行
申

請
が
必
要
と
な
っ
て
い
る

が
、
認
定
後
は
農
林
水
産

大
臣
へ
の
計
画
申
請
の
み

で
、
国
土
交
通
省
へ
の
飛

行
申
請
は
不
要
と
な
る
。

【
農
作
物
栽
培
高
度
化
施

設
に
関
す
る
届
出
の
簡
素

化
】農

作
物
栽
培
高
度
化
施

設
と
は
、
農
作
物
栽
培
の

効
率
化
・
高
度
化
を
図
る

た
め
の
施
設
で
、
環
境
制

御
を
行
う
農
業
用
ハ
ウ
ス

や
農
地
に
高
設
棚
を
設
置

し
て
行
う
養
液
栽
培
の
ほ

か
、
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
の
導

入
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
こ

れ
ま
で
は
農
林
水
産
大
臣

へ
の
計
画
申
請
と
農
業
委

員
会
へ
の
届
出
が
必
要
だ

っ
た
が
、
農
林
水
産
大
臣

へ
の
計
画
申
請
の
み
で
行

え
る
よ
う
に
な
る
。

▽
会
社
設
立
等
の
登
記
に

係
る
登
録
免
許
税
の
軽
減

（
2
0
2
7
年
3
月
末
ま

で
）開

発
供
給
実
施
計
画
の

認
定
を
受
け
る
と
、
同
計

画
に
基
づ
き
行
う
登
記
に

つ
い
て
、
登
録
免
許
税
の

税
率
が
軽
減
さ
れ
る（
0
・

7
％
↓
0
・
35
％
等
）。

こ
の
他
、
開
発
供
給
事

業
の
認
定
者
に
対
し
て

は
、
種
苗
法
の
特
例
と
し

て
品
種
登
録
時
の
出
願

料
・
登
録
料
（
1
〜
6
年

目
）
が
減
免
さ
れ
、
農
業

競
争
力
強
化
支
援
法
の
特

例
と
し
て
中
小
機
構
に
よ

る
債
務
保
証
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
農

研
機
構
が
保
有
す
る
研
究

開
発
設
備
等
の
供
用
や
専

門
家
派
遣
な
ど
の
協
力
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

政
府
は
、
2
0
2
4
年
6
月
24
日
に
開
か
れ
た
通
常
国
会
に
お
い
て
成
立
し
た

「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用
促
進
法
」
に
つ
い
て
、
今
年
の
10
月
1
日
に
施
行
す

る
方
向
で
調
整
に
入
っ
た
。
同
法
へ
の
意
見
・
情
報
を
募
る
た
め
、
6
月
24
日
〜

7
月
23
日
の
期
間
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
開
始
し
、
現
在
は
各
地
で
説
明
会

を
開
催
し
て
い
る
。
施
行
後
は
、
認
定
さ
れ
れ
ば
日
本
公
庫
の
長
期
低
利
融
資
や

税
制
特
例
、
行
政
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど
、
優
遇
措
置
が
適
用
さ
れ
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用
促
進
法
１０
月
１
日
施
行

▼

日
本
公
庫
の
長
期
低
利
融
資

▼

税
制
特
例
に
よ
る
特
別
償
却

▼

行
政
手
続
き
簡
素
化
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農
水
省

農業情報の認知進まず
２０２３年度食生活・ライフスタイル調査

農
林
水
産
省
は
6
月
28

日
、「
2
0
2
3
年
度
食

生
活
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

調
査
」
の
結
果
を
公
表
し

た
。
同
省
は
、
食
と
農
の

つ
な
が
り
の
深
化
に
着
目

し
た
国
民
運
動
「
食
か
ら

日
本
を
考
え
る
。
ニ
ッ
ポ

ン
フ
ー
ド
シ
フ
ト
」
を
展

開
し
て
お
り
、
こ
の
運
動

の
一
環
と
し
て
、
農
業
情

報
の
認
知
度
や
消
費
者
の

日
常
の
消
費
行
動
、
食
や

農
に
対
す
る
意
識
な
ど
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
同
調
査
を
毎
年
実
施

し
て
い
る
。

◇
農
業
情
報
の
認
知
度
と

将
来
の
食
や
農
に
つ
い
て

▽
現
在
の
日
本
の
農
業
の

課
題
の
認
知
度

現
在
の
日
本
の
農
業
の

課
題
に
つ
い
て
は
、「
食

品
ロ
ス
の
削
減
」「
食
料

自
給
率
の
低
下
」「
農
業

従
事
者
の
減
少
・
高
齢

化
」
の
順
に
認
知
度
が
高

く
、
い
ず
れ
も
4
割
近
く

あ
っ
た
。
ま
た
、
23
年
度

か
ら
項
目
に
加
え
た
「
食

料
品
価
格
の
上
昇
」
は

35
・
9
％
、「
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
資
材
高
騰
に
よ
る
生

産
コ
ス
ト
の
上
昇
」
は

23
・
6
％
だ
っ
た
。

▽
農
業
・
農
村
の
多
面
的

機
能
の
認
知
度

多
面
的
機
能
に
つ
い
て

は
、「
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
、
内
容
も
知
っ

て
い
る
」
は
9
・
9
％
。

一
方
、「
聞
い
た
こ
と
は

な
い
」
は
62
・
5
％
。
3

年
間
同
じ
傾
向
が
続
い
て

お
り
、
認
知
度
が
進
ん
で

い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

▽
居
住
地
の
農
産
物
・
特

産
物
の
認
知
度

自
身
が
住
ん
で
い
る
都

道
府
県
や
市
町
村
で
作
っ

て
い
る
農
産
物
や
特
産
物

を
「
た
く
さ
ん
知
っ
て
い

る
」
は
10
・
8
％
、「
数

品
目
な
ら
知
っ
て
い
る
」

は
53
・
0
％
で
、「
ま
っ

た
く
知
ら
な
い
」
が
36
・

2
％
。
3
年
間
で
知
っ
て

い
る
割
合
が
微
減
し
知
ら

な
い
割
合
が
微
増
し
た
。

▽
食
料
自
給
率
・
食
料
自

給
力
・
食
料
国
産
率
の
認

知
度3

つ
の
中
で
最
も
認
知

度
が
高
か
っ
た
の
は
食
料

自
給
率
で
、「
詳
し
い
内

容
を
知
っ
て
い
る
」と「
お

お
よ
そ
の
内
容
は
知
っ
て

い
る
」
を
合
わ
せ
た
回
答

率
は
4
割
。
食
料
自
給
力

の
同
割
合
は
33
・
7
％
。

食
料
国
産
率
は
最
も
認
知

度
が
低
く
、「
聞
い
た
こ

と
が
な
い
」
と
「
よ
く
わ

か
ら
な
い
」
を
合
わ
せ
た

割
合
が
約
半
数
だ
っ
た
。

▽
日
本
の
食
の
未
来
を
確

か
な
も
の
に
す
る
た
め
に

期
待
す
る
こ
と

【
国
に
期
待
す
る
こ
と
】

最
も
高
か
っ
た
回
答
は

「
農
業
従
事
者
を
確
保
す

る
た
め
の
支
援
」
で
36
・

4
％
。次
い
で「
効
率
的
・

省
コ
ス
ト
で
生
産
す
る
た

め
の
新
し
い
技
術
の
導
入

支
援
」（
28
・
1
％
）、「
不

測
時
に
備
え
た
国
に
よ
る

食
料
の
備
蓄
」（
26
・
1

％
）、「
国
産
の
食
材
や
食

品
の
価
格
を
引
き
下
げ
る

取
組
」（
24
・
7
％
）、「
農

地
を
確
保
す
る
取
組
」

（
23
・
9
％
）
だ
っ
た
。

【
生
産
・
食
品
関
連
事
業

者
に
期
待
す
る
こ
と
】

生
産
者
な
ど
に
期
待
す

る
こ
と
は
、「
食
料
供
給
力

を
確
保
し
、
で
き
る
だ
け

安
定
的
に
食
料
を
供
給
す

る
こ
と
」（
37
・
9
％
）、

「
輸
入
に
頼
ら
な
い
で
良

い
よ
う
に
、
よ
り
多
く
の

国
産
食
材
を
供
給
す
る
こ

と
」（
35
・
2
％
）、「
品

質
や
鮮
度
が
良
い
、
お
い

し
い
食
料
を
供
給
す
る
こ

と
」（
34
・
9
％
）
の
3

つ
の
割
合
が
高
か
っ
た
。

【
消
費
者
の
取
組
】

消
費
者
の
取
組
に
は
、

「
食
品
ロ
ス
の
削
減
」
と

の
回
答
が
48
・
5
％
で
最

も
高
く
、
次
い
で
「
地
産

地
消
」（
39
・
4
％
）、「
国

産
食
材
を
選
ぶ
」（
28
・

7
％
）、「
ご
は
ん
を
中
心

と
し
た
日
本
型
の
食
生
活

を
心
掛
け
る
」（
27
・
9

％
）
だ
っ
た
。

▽
ニ
ッ
ポ
ン
フ
ー
ド
シ
フ

ト
の
認
知
度

ニ
ッ
ポ
ン
フ
ー
ド
シ
フ

ト
の
説
明
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
認
知
度
は
、「
知
っ
て

い
た
」
が
7
・
0
％
、「
名

前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

程
度
」
が
15
・
2
％
、「
知

ら
な
か
っ
た
」
が
77
・
9

％
。
知
っ
て
い
る
人
に
つ

い
て
は
、
8
割
が
内
容
を

理
解
し
て
い
た
。
ま
た
、

説
明
を
し
た
上
で
の
関

心
・
共
感
は
50
・
1
％

で
、
半
数
に
は
関
心
・
共

感
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

▽
「
食
や
農
に
関
す
る
情

報
収
集
・
見
聞
」
／
「
食

や
農
に
対
す
る
意
識
・
行

動
の
変
化
」

こ
の
1
年
間
で
、
食
や

農
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
や
情
報
収
集
を
し

た
か
と
の
問
い
に
対
し

て
、「
テ
レ
ビ
番
組
を
見

た
」
が
19
・
2
％
、「
新

聞
記
事
を
読
ん
だ
」が
9
・

8
％
、「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
食
や
農
に
関

す
る
情
報
を
入
手
し
た
」

が
7
・
8
％
だ
っ
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
や
情
報
を
見
聞
き
し

た
こ
と
で
意
識
・
行
動
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か

と
の
問
い
に
は
、「
適
正

な
価
格
の
食
材
を
購
入
し

よ
う
と
思
っ
た
」
が
33
・

8
％
、「
食
や
農
の
現
状

を
調
べ
よ
う
と
思
っ
た
」

が
31
・
4
％
。
行
動
変
化

に
つ
い
て
は
、「
食
品
ロ

ス
が
減
る
よ
う
に
食
材
を

使
い
切
る
よ
う
に
な
っ

た
」
が
33
・
8
％
、「
適

正
な
価
格
の
食
材
を
購
入

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
が

33
・
2
％
、「
生
産
者
を

こ
れ
ま
で
よ
り
応
援
す
る

よ
う
に
な
っ
た
」
が
32
・

2
％
、「
国
産
の
食
材
を
購

入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」

が
30
・
3
％
だ
っ
た
。

こ
の
他
、
日
常
の
消
費

行
動
に
つ
い
て
の
主
な
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。

▽
普
段
の
買
い
物
と
食
に

関
し
て
重
視
す
る
こ
と

「
同
じ
よ
う
な
商
品
で

あ
れ
ば
出
来
る
だ
け
価
格

が
安
い
こ
と
」（
39
・
5

％
）、「
で
き
る
だ
け
日
本

産
の
商
品
で
あ
る
こ
と
」

（
36
・
0
％
）。

▽
生
鮮
品
と
加
工
食
品
を

購
入
す
る
際
に
国
産
品
を

選
ぶ
割
合

「
生
鮮
品
」
は
60
・
9

％
で
「
加
工
品
」
は
54
・

9
％
。
い
ず
れ
も
、
2
年

続
け
て
国
産
品
を
選
ぶ
割

合
が
少
し
ず
つ
で
は
あ
る

が
減
少
し
て
い
る
。

▽
食
料
備
蓄
と
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク
の
実
践

食
品
備
蓄
は
6
割
。
一

方
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

ク
は
4
割
弱
だ
っ
た
。
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